
学
習
院
大
学
史
料
館

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
レ
タ
ー

Gakushuin University 
Museum of History 

Museum Letter 
No.42 

Gokushuin University M畑 mof History Museum lette, No.42 

ごあいさつ

辻邦生先生がお亡くなりになってから、今年で20年が経ち

ました。先生の自錐原稿や創作ノートなど、さまざまな資料を

収蔵している学習院大学史料館は、本年6月に 「辻邦生永遠の

アルカデイアヘ』を刊行しました。また、同月29日に開かれた

史料館講座「没後20年辻邦生を語る」では、拝戸雅彦先生と松

浦寿輝先生に、辻文学をさまざまな角度から読み解くたいへん

興味深い講演をしていただきました。辻先生の命日の前日であ

る7月28日には、朗読会「声でつむぐ辻文学」を開催しましたが、

4人の大学生が「廻廊にて」の登場人物になりきって、生き生き

とした朗読を披蕗してくれました。

今なお多くの人々の心をとらえて離さない辻文学。 この

ミュージアム ・レターでは、辻先生とゆかりの深い方々が、辻文

学の背後にある、先生の思想やお人柄などについてご紹介くだ

さっています。i]重な原稿をお寄せいただき感謝申し上げます。

（史料館長 ・水野謙）

辻邦生没後20年に寄せて
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昭和37年(1962)頃 束京・国分寺自宅2階の書斎にて

辻邦生が亡 くなったと知らされたあの夏から、もう 20年が

過ぎたとは。月並みながら、歳月の経過の速さには、目の眩む

思いがします。

私が辻邦生の文学と出会ったのは、 1972年、高校3年で「背

教者ユリアヌスjを読んだときのことです。時間的にも空間的

にもはるか遠い古代ローマの皇帝を主人公にして、こんなに生

き生きとヨーロッパの粕神的源流の風景を描くことができるな

んて、と私は大きなショックを受けました。これほどスケール

の大きな叙事的作品は、 当時の日本文学のあり方からは想像も

できないものでした。

高校卒業後、私は数年間、親をだまして大学に通っているふ

りをし、その後IJ!l転がばれて、進退きわまりました。それで、ゼ

ロからフランス語を勉強すると親に野って、当時、日本でいち

ばん1憂れたフランス文学者を集めていた学習院大学フランス文

学科に入学しなおしたのです。辻邦生はその教授の1人でした。

辻先生の講義の内容はあまり憶えていません。それよりも、

授業のあいだにふと洩らす、「私は吸血鬼ですからね、若い皆

さんの生きl(llを啜って生命力を蓄えるんです」とか、「今はこ

の瞬間一度きりですよ、後でとか、明日とか、そんなものはな

いんです」といった言業にどきりとする興布を詑えました。

その数年後、私は辻邦生の同僚になったのですが、研究室よ

り映画の試写室の方でよく会ったような気がします。先生に誘

われて試写の直前10分間で階下の中華料理屋に行きラーメン

を食べたこともあります。ああ見えて辻邦生は大食樅なのです。

それは、いま • ここで生きる喜びをただちに味わわなければな

らない、という哲学の実践だったのかもしれません。

辻邦生が亡くなって 20年。 その後、 •世界は歴史や哲学から

真剣に学ぽうとはしない人々によ って支配される度合いが高

ま っ ている気がします。 こういう時代に、いま • ここで最普を

尽くしてこそ永遠の喜びに触れることができる、という辻邦生

の思想は、いっそうまばゆく光り輝くように思われます。
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三輪太郎
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出遭いは教科害でした。一九七九年、巧財交三缶9の夏

のことです。

筑底書房版の「現代国語3」に辻さんの「想像力と現 ‘一’

実」という講演録（「北の森からj所収応;玉‘っていま し

た。内容は、作家が小説を書く根拠を見出すに至るま、ら

での、いわば精神的オデュッセイアです。直葉が世界
—•-、ヘ

むしろ世界が言茎ーをなぞる、 一言

という常識の転換に目が痰

をなぞるのではなく、

返される思いがしました。
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その日から、辻さんの本を猛然と読みだしたのです
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理で1士事をされて妊月み、と担当を免ぜられるのを恐
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れたからです。
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るい木漏れ日に満たされ、風が吹き抜け、不吉な影な

ど微塵もないのが不思議でたまりませんでした。

パリの土を踏んだのはその十年後、到着してすぐデ

カ）レト街のアパル トマンヘ直行しました。冬の夜明け

前、行き交う人の姿はありません。

でぼうっと立っていると、冷気が足先から這いあがっ

てきます。 しかし、立ち去るのは惜しい。 1士方なくコ

ント）レスカルプ広場とアパルトマンとの間を、

でも踏むように往復しました。何度目の往復の後でし

たか、突盆、アパル トマンの一階通用口の扉があき、
／ 

太鼓腹の中年男が中から出て来ました。彼は替戒の目
I f ／で私を晩みすえ、腰に吊るした鍵の束をじゃらじゃら

L 鳴らして寄ってきます。
「ムッシューヴ→ッジ？」辻さんに会いに来たのか？

と問われて、

アパル トマンの前

そうです、辻さんは私の師です、

お百度

と拙い

フランス語で答えると、男は急に人なっこい笑みを浮
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＼かべ、通用口の扉をあけて、入れ、と目で促しました。

深夜に社へもどる，と、・無人のはずのフロアに上司が独一一へ、 ・アカルトOOのアハルトマン。平成15年べ2003),9月24日、 ．ヽ． 郵［居をまたぐと、薄暗い通路が奥へ廷びています。
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, ̀、 「辻邦生 日本の小説家 1980-99年 ここに住約 と伝語で刻まれ
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佐保子夫人の前で泣きじゃくりました。山荘は夏の明

葉が世界の形を生みだす、

平成8年 (1996)11月竹葉亭にて
左より 筆者、辻佐保子、辻邦生、装禎家・中島かほる、元中央公論
社マリ ・ クレール編集長•井上明久 のだから、親戚の集まりに行くと肩身が狭い。文学道
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辻邦生山荘の軽井沢 c 
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軽井沢高原文廊は、軽井沢にゆかりの深い近代文学

者の資料を収集・保存・公開するなどの目的で、 1985

年に塩沢湖畔に開館したささやかな文学館です。

当館はこれまで、年4回ほどの展買会や、堀辰雄

1412番山荘や有島武郎別荘“浄月庵”、野上弥生子牲斎

の移築保存、高原文廊の会や高原の文学サロンなどの

催し、立原道造詩碑や中村真一郎文学碑の建立などを

行っております。

2012年、当館理事だった辻邦生先生の軽井沢山荘を

辻家からご寄脳頂きました。辻夫人の辻佐保子先生（お

茶の水女子大学名脊教授）がご逝去された翌年のこと

です。

辻邦生山荘は、辻夫妻の仕事場として1976年に建て

られました。設計は磯崎新氏。辻さんは、亡くなるま

での24年間、四季折々、ここで長編小説などの執節を

続けられたのでした。

ご夫妻の書斎が建物2階の両炭に配され、西に開い

た大窓から周囲の森と浅間山が1桃望できるという素哨

らしい場所です。

辻さんは、岬の先のような、しかも下が崖になって

いる所に住みたいというのが理想だったそうで、そこ

は似た地形で、ここいいねと、山荘を建てる前から気

に入っていたと、辻夫人の話です（「軽井沢高原文庫通

信」75号）。エッセイ 「風のトンネル」などには山荘をと

り囲む自然の様子が生き生きと描かれています。

辻夫妻は軽井沢で、執雌の傍ら、隣人の磯崎新・宮

脇愛子夫妻をはじめ、北杜夫、福永武彦、中村真一郎、

加藤周一、水村美苗といった文学者、学習院大学の同

僚の先生らと交流を深めていました。私も個人的な思

平成21年 (2009)頃 山荘の辻邦生の雹斎（撮影：筆者）
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い出がありますが、辻先生はいつもやさしく、紳士で

した。

当館は、2009年夏、「没後10年 辻邦生展～盟饒な

ロマンの世界～」を開催しました。天皇皇后両陛下（当

時）のご訪問という栄脊にもあずかり、辻夫人にご案

内頂きました。

なお、当館は2014年から年複数回、辻山荘を特別公

開し、見学会を行っています。今年で6年目、計17回

を実施。毎回、全国各地から辻文学の愛読者の方をお

迎えし、大変喜ばれています。

辻邦生山荘は粛斎や調度など当時のままの状態を

保っています。類い稀な作家辻邦生の創作現場を後世

に伝える貨重な空間であり、大切に保存してまいりた

いと考えております。

（軽井沢高原文庫副館長 ・大藤敏行）

『辻邦生生誕100年詔念事業』
＠お知極せ

!II; 小説家辻邦生(1925-1999)は、

執籠と並行して約35年閤にわたり学

習院大学でフランス文学を教えました。

史料館では、生前より辻と交流を持ち、

執籠活動に関わる臼料（自第原稿、創

作ノート、日記、四箇蔵唇、愛用品

など）約4万点の寄贈を受け、文学研

究に資するため、整理を進めています。

また展覧会や講演会を設け一部の頁料

の一般公開も行っております。

来春には辻が18年余り過こした所

縁の地、国分寺で文学講座も予定しております（恋ケ窪公民館

主催、講師：高橋裕子「辻邦生、その美術への眼差し」）。

この度、 2025年に辻の生誕100年を迎えるにあたり、文学

の枠を超え美術、音楽、映画など様々な分野の委旦で構成した

「辻邦生生誕100年記念事業組織委員会」を立ち上げました。名

窒委員として辻邦生•佐保子夫妻と深くこ親交のあった評論家・

詩人の粟津則雄氏、小説家・精神科医の加賀乙彦氏、美術史家・

美術評論家の高階秀爾氏のお三方をお迎えしております。また、

辻邦生小委只会では長きにわたってこ助力くださった故 ・高橋

英夫氏の後任としてドイツ文学者の小塩節氏が委貴に沼任され

ました。今後、他機関とも連携し、担くことに情熱を傾け続け

た辻の足跡をこ覧いただけるような企画を考えております。

（辻邦生生誕100年記念事業組織委員会委員・学芸員 冨田ゆり）
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帆船“日本丸”にて

④
 


	ml_42_01
	ml_42_02
	ml_42_04

